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重要イベント① 米国の金融政策
6月12、13⽇のFOMC（米連邦公開市場委員会）では、政策金利であるFF（フェデラルファンド）金利の⽬標値が
0.25％引き上げられて1.75～2.00%となることは、ほぼ確実と⾒込まれています。最大の注⽬点は、FOMC参加者の
政策金利⾒通しの中央値が、今年後半に2回で合計0.5％の利上げを織り込むのかという点でしょう。

重要イベント② 地政学リスクと貿易摩擦の問題
トランプ米大統領が6月12⽇に予定されていた米国と北朝鮮の首脳会談の中止を一旦表明した後、再び開催の可能性
を⽰唆するなど、北朝鮮の核・ミサイル撤廃を巡る交渉の行方が不透明になっています。中東でも米国とイランの関係悪化
などから石油供給への不安が生じ、原油価格上昇の一因ともなっているようです。米中通商交渉や米国の⾃動車輸入関
税の検討など貿易摩擦の懸念もあり、米国の外交・通商政策の動向には引き続き注意が必要でしょう。

重要イベント③ 新興国の景気・政策動向
米国の金利上昇、原油などの商品価格の上昇は、もともとインフレ率が高かったり、経常収支赤字や対外債務が大きい
一部の新興国経済にとって負担になっているようです。新興国がそうした問題に的確に対応できるかどうかは、国内の政治
の安定性に依存しているようです。最近、通貨が急落し、金利上昇を余儀なくされているトルコでは、6月24⽇に大統領・
議会選挙が行なわれます。選挙が金融市場の混乱を増幅してしまうのか、収拾のきっかけとなるのか注⽬されます。
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上記は、すべて現地時間で作成しており、作成時点で利用可能な最新の情報を用いておりますが、発表⽇は変更される可能性があります。
（出所）Bloombergデータ等より野村アセットマネジメント作成

予定

1⽇(金) 米国 雇用統計、ISM製造業景況感指数（5月）

8⽇(金) 中国 貿易収支（5月）

12⽇(火) 米国 消費者物価指数（5月）

13⽇(水) 米国 金融政策発表

14⽇(木) 中国 鉱工業生産指数、小売売上高、固定資産投資（5月）

14⽇(木) ユーロ圏 金融政策発表

15⽇(金) ⽇本 金融政策発表

18⽇(月) ⽇本 貿易収支（5月）

22⽇(金) ⽇本 全国消費者物価指数（5月）

22⽇(金) ユーロ圏 購買担当者景気指数（製造業、サービス業、総合、6月速報値）

24⽇(⽇) トルコ 大統領・議会選挙投票

29⽇(金) ⽇本 鉱工業生産指数、新設住宅着工戸数、失業率、有効求人倍率（5月）

29⽇(金) ユーロ圏 消費者物価指数（6月速報値）

29⽇(金) 米国 個人所得、個人消費支出、個人消費支出デフレーター（5月）

国・地域
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○野村アセットマネジメントHP（http://www.nomura-am.co.jp/）からは、

ホーム画面 ＞ マーケット情報 ＞ マーケットコメント

とクリックしていただくことで、アクセスできます。

こちらのページからは、過去のマーケットコメントもご覧いただけます。
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